

























2へ接続する，いわゆるIoT（Internet of Things）が注目を集めている［ 1 ］～［ 3 ］。新聞記






力化を図った通信規格として注目されているBLE（Bluetooth Low Energy，Bluetooth 














































図１ インターネットに接続されるモノとIoT図 1 　インターネッ 接続されるモノとIoT
2003年 2010年 2015年 2020年
接続されるデバイス数 5億 125億 250億 500億
世界の人口 63億 68億 72億 76億
ひとり当たりのデバイス数 0.08 1.84 3.47 6.58
出典：Cisco IBSG, 2011
表１ インターネットに接続されるデバイス数
2003年 2010年 2015年 2020年















バイス数 5億 125億 250億 500億
ひとり当たりの

















































4ば，機器の電源をon/offしたり，照明を制御したり等である［ 8 ］。表 2 に示すように，施
設，エネルギー，家庭・個人，ヘルスケア，運輸・物流，小売等，様々な分野への適用
が想定される［ 9 ］。































































































6・ver2.1（2007年 3 月）　 ペアリングが簡略化されたマウスやキーボードのバッテリー
寿命を最大 5 倍延長できる省電力モード（Sniff Subrating機
能）を追加




・Ver4.1（2013年12月）　 LTE（Long Term Evolution）との干渉を抑制，IPv6対応
を導入
・Ver4.2（2014年12月）　セキュリティを強化，転送速度を向上（最大2.5倍）








項目 クラシックBluetooth BLE 備考





3 ）転送速度 1 Mbps（Ver.1）/
24Mbps（Ver.3）
1Mbps
4 ）通信距離（通常） 15m 2 ～ 5 m







8 ）チャネル数 79（注：32個 が デ バ イ
ス発見用，他はデータ
やり取り用）
40（注： 3 個 は ブ ロ ー
ドキャスト/デバイス発



























3 ． 4 節に具体的に示す。



















































































































































































































4 ． 2 ． 1 　iBeacon（米Apple）
iBeaconは，米Appleが，Suicaやおサイフケータイなどをかざして使用するタイプの



















4 ． 2 ． 2 　Estimote Beacon（米Estimote）［10］
米Estimote社が開発したibeacon端末で，ibeacon機能に対応するIDを発信する。小さ
な岩石のような形をしており（図 5 ），小売店が顧客と対話するためのツールなどに利























4 ． 2 ． 4 　センサー付きビーコン端末（富士通コンポーネント）［12］
富士通コンポーネントが2015年12月に発売したセンサー付きのビーコン端末（型番：
FWM8BLZ02-109047）である（図 7 ）。温度センサーと 3 方向加速度センサーを内蔵し
た可搬型のビーコンで，温度や水平面からの傾きを検知できる。
センサーで検知したデータの取得方法は次の 2 種：
① ビーコン側からスマートフォンなどへ一定間隔で送信する方法（図 3 のスレーブ主
図 5 　Estimote Beacon（米Estimote）
12
導型）。プロトコルは当社独自のもの（FDC）を利用。
② ビーコン内のメモリへ保存しそれをスマートファンなどから読み取る方法（図 3 の
マスター主導型）
低電力のため，コイン形リチウム電池CR2450で長時間の使用が可能である。上記の
①の利用法（ 1 秒間隔で送信の場合）では 6 ヶ月以上，上記の②の利用法では12ヶ月以
上の動作が可能のようである。農業施設や工場でのモノの状態監視，物流サービスにお
ける荷物の品質監視，介護サービスなど幅広い用途に利用できる。


























よってはエネルギー・ハーベスト（環境発電）でも対応できる可能性がある（ 3 . 3 節
を参照）。
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